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子育て中は、心配事がつき物です。若い人は若い人なりに、年配の方はそ
れ相応の心配事があるものです。「心配」という言葉は「分裂する」とい
う語源で心の中の思いが定まらないときに起こります。私も子供時代から
子育て中、そして現在まで、いろいろな「心配事」に悩まされてきました。
子育て中で疲れていた時、ある映画監督のエッセイのこんな内容が目に留
まりました。その監督は 30 歳のころ、自信喪失し、心配事が絶えなかっ
たそうです。そんな時にふと、学生時代に話に聞いた聖書の言葉を思い出
し、前向きになったそうです。 
「明日のことは思い悩むな。明日のことは明日思い悩めばいい。その日の
苦労は、その日だけで十分である。」（別訳）
この言葉は、心を定め、自己肯定感を持つことの大切さにもつながります。
ある映画監督とは・・・・三谷幸喜さん（『THE 有頂天ホテル』『清須会議』）
他）でした。� （白川 真理）

新緑が気持ちいい季節になりましたね。
今年も、育和会のシンボルマーク『白川ナルコ』が咲きました。

久万保育園

キッチンで食事作りをしていると、子どもたち
のいろんな声が聞こえてきます。
園庭から聞こえる、遊びに夢中になってはしゃ
ぐ声には、今日も元気に登園してきてくれてよ
かったと安心し、たまにキッチンの前で、ケン
カした子ども同士が「ごめんね」「いいよ」と
仲直りしていたりすると、二人のやさしさと成
長を感じ嬉しくなり、いちごグループから赤
ちゃんの泣き声がすると、眠いのかな、お腹が
空いたのかな、それともだっこのおねだりかな、
などと想像します。園が子どもたちの声でにぎ
やかなのは、一人ひとりがしっかりと自己表現
できているしるしで、とても大切なことなので
す。
そんな天使たちに囲まれて働けることに幸せを
感じながら、「地域の宝」である子どもたちの
健やかな成長を支えるために、育和会の一員と
して、また社会の一員として、少しでもお役に
立てればと思っています。� （宇都宮 千恵子）

「天使たちの集う場所」

　　「心配事」　　
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NIKONIKO 館
NIKO NIKO館は、0歳から18歳の子どもたちや地域の皆さんと交流する機会があり、少子高齢化
が進む時代ですが、ここに来れば、世代を超えてのお付き合いがある。ここに来れば、いつも笑いがある。
また、NIKO NIKOクラブ（学童保育）では、今年度、68 名の登録利用があり、学校を終えるとここ
に帰り、学習、おやつ、遊びと子どもたちはのびのびと活動しています。ある日のおやつタイム。天気
も良いので、外で食べることになり、おやつのお手伝いは、高学年を中心にお願いしました。さすが、
声掛けも上手。また力もあり、机の準備などとても助かり、感謝！感謝！この様子を見ていた低学年さ
んはどんなことを感じたのでしょうか？自分も大きくなったら・・と、未来像を思い浮かべたのでは？
その日は、一つのテーブルを囲む子ども達の背中が、なぜか大きく見えました。� （大堀 純子）

気持ちのよい季節は外が一番！

NIKO クライミング　力強い！

お手玉あそび

おやつタイム　外へ外へ

いろんな出会いやほのぼのとした交流

パワーキッズ　山下先生と遊ぼう！ エントラスホール

明橋 大二『日めくりカレンダー　
大好き！が伝わるほめ方・叱り方』
一万年堂出版　2010 年
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「花を愛でる」

年上、年下、年齢を超えての子ども達の交流をより豊かにしたいものです

景色や風流より実益重視の「花より団子」の私でしたが、歳
と共に花の美しさに心を動かされることが、多くなってきま
した。
庭に植えた「ハナミズキ」は上手に根付いてくれ、たくさん
の花を咲かせてくれるようになりました。清々しい白と緑の
コントラストに元気をもらえます。
広島の世羅高原を訪れた秋には、「ダリア」「サルビア」「ケイトウ」等の見事な花の群れに
圧倒され、一日見て回っても飽きませんでした。春は「チューリップ」「芝桜」夏には「ラ
ベンダー」「ひまわり」等の花が楽しめるそうです。また私も行きたいおすすめの場所です。
� （村田 由美）

お知らせ
NIKO NIKO 館からの

お願い
NIKO NIKO館　
玄関ホールがリニューアル
その①　�ソファーに座っておしゃべりしたくなる

空間
その②　�熱帯魚に癒され、ゆらゆら泳ぐ魚をゆっ

たり鑑賞
その③　鏡が見えやすくなりました！
　　　　�スタッフのファッションフライデー（金

曜日のおしゃれ day）のチェックも…。
その④　�どうぞ！ここに来て、どんな心地か味

わってみて下さい。
その⑤　�火曜・金曜（10：00～ 14：00）地域

カフェをしています。カフェ＆美味しい
スウィーツでお待ちしています！



先日、2 歳の男の子のお母さんからうれしいお話をお聞きしました。
「『うまはとしとし』のわらべ歌遊び、子どもが覚えて家でもしています。」
とのこと。スタッフが歌うと、2歳の男の子はひざに人形を乗せて一緒
に歌ってくれました。
「うまはとしとしないてもつよい、うまがつよいからのりてさんもつよい、
ぱかっぱかっ。（すとん！）」
ふれあい広場で何回か紹介したわらべ歌遊びです。子どもをひざの上
に座らせ、歌に合わせてひざを上下に動かします。最後に、ひざを開い
て子どもをすとんと落とします。この「すとん」の瞬間がくると、みん
な笑顔になるのです。声を上げて笑い、「もう一回！」と何度もせがむ
子も・・・。子どもたちはもちろん、喜んでいるわが子を見つめておら
れるお母さんたちの笑顔も優しくて穏やかでステキです。ゆったりとし
た歌と何とも言えない和やかな雰囲気にスタッフも癒されます。親子が
一緒に楽しむ時間は笑顔でいっぱいです。� （水谷 伴美）

お知らせ
お願い

Happy House からの

日時：6月6日（火）　　10:30～11:30
場所：Happy House
講師：江戸卓郎先生（社会福祉法人福角会くるみ園指導員）
子どもの育ちや関わり方について、分かりやすく楽しくお話して下さ
います。子育ての悩みに答えて下さる相談タイムもあり、毎回、人気
の講座です。
＊同室託児です。参加される方は、Happy Houseスタッフまで。

「笑顔あふれる」
Happy House

一緒にあそぼ！

♪うまはとしとし～

Happy カフェ
「子育てほっとアドバイス」

４月某日、この日行われたのは NHK の情報番組

「ひめポン」の取材でした。

次 と々撮影機材が運び込まれ、保育園の一室が即

席の作業部屋となりました。

部屋の前にはインタビューボックスが置かれ、子ど

も達が順番にお話に行きます。

後日放送されたひめポン。あっという間の放送でし

たが、楽しく見させて頂きました。

� （伊東 耕太）

「取材」

●育和会あれこれ

赤ちゃんも一緒に・・・。

～ファミリー参観日!! ～

4 月に行われたファミリー参観日には、

たくさんの方に参加していただきあり

がとうございました。今年度は、新し

く始まる 5 歳児健診、ICT 化について

皆さんに説明させていただき、良かっ

たです。天気も良く、遊びのコーナー

やランチ試食など、親子で楽しい時間

を過ごされている様子を見て微笑ましく、うれしく思いました。これからもい

ろいろな行事がありますが、「やさしくね　やさしくね　やさしいことはつよい

こと」の理念のもと、親子でのふれあいや、地域の方との関わりを大切にしな

がら進めていきたいと思います。� （西田 紀子）
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● 
● �Happy カフェ（江戸先生

の子育てほっとアドバイス）
● 
● 
● 

● 
● ふれあい広場
　　（ぽっかぽかへ行こう）
● おかしやさん
● 
● 

● 
● 育和会評議員会
　　（午前閉館）
● おかしやさん
● 
● 乳幼児健診

● 
● もぐもぐごっくん教室
　　（AM 閉館）
● 
● 
● もぐもぐごっくん教室

● 
● ふれあい広場
　　（リズム遊び）
● おかしやさん
● 
● 

● 
● ふれあい広場
　　（シャボン玉遊び）
● おかしやさん
● 
● 

● 
● �ふれあい広場（手作り

おもちゃで遊ぼう）
● おかしやさん
● 
● 

● 
● 
● 
● 
● 

● 体操
● 
● 笛ヶ滝day・フラダンス
● 
● 

● 
● 
● 
● 
● 

● 
● 
● 
● 
● 

● 
● 
● 
● 
● 

● 和太鼓
● 
● 
● 
● 

● 和太鼓
● 
● 
● 
● 

● 体操・お茶
● お茶（浄子先生）
● 笛ヶ滝 day
● 
● 

● 
● 
● 
● 
● 

● 
● 
● 
● 
● 

● 和太鼓
● コーラス
● 
● パラバルーン（NIKO館）
● 

● 体操
● 体そう教室・お茶
● 笛ヶ滝day・フラダンス
● 
● 

● 
● 
● 
● 
● 

● 
● 
● 
● 
● 

● 
● 
● Cook ドゥドゥル
● 
● 

● ミルキー
● 
● 
● 
● 

● 体操・お茶
● お茶（浄子先生）
● パワーキッズ
● おしゃべり Café
● 

● 
● 
● 
● 
● 

● 
● 
● こっとんコットン
● 
● 

● 和太鼓
● コーラス
● 
● 
● 

● 久万保育園
● Happy House
● NIKONIKO 館
● つどいの広場
● 保健センター

● 
● 
● 
● 
● 

● 
● 
● 
● プラ板（八塚美紀子）
● 

● 
● 
● 
● 
● 

カレンダー '17 6 月

●協力者（5月1日～5月31日）（敬称略・順不同）

先日、ジャパンハーブソサエティ愛媛支部代表の井
上泉さんにお越しいただき、おしゃべりCaféを開
催しました。摘みたてのフレッシュなハーブティーと
ローズマリーのクッキーをいただきながら、子育て
の中でのハーブの活用方法や、様々なエピソードを
聞かせていただきました。子どもを信じてあきらめ
ずに待つこと、母親として本当の意味で子どもを愛
するということ、子ども時代に豊かな自然体験をた
くさんすること・・・子育ての先輩でもある井上さん
の言葉は、参加された子育て中のママの心にあた
たかいメッセージを伝えてくれました。子育てをし
ている「今」を大切に、ゆっくり子どもとの毎日を楽
しんでいきましょう。� （村上 裕美）

久万高原町上黒岩2913　　
月・水・金　9：00 ～15：00

「ハーブと共に育てる生きる力」


